
一
城

一
■

一平

甘 ・F‐  ■ 、

葺

昭 型 4-2年 3月

奈 良 国 立 文 化 財 研

一一イ一一・一．一一一！一“ヤ一一， 一一

一

　

　

．

　

　

ｉ

一

●

・

．
皓
な
斎
一

ド

Ⅲ

究 所

富第36,38次発掘調査繊報



談
静
革

こそ
帝専
】騨朗
鞄を
ｔｔ
竜

謀露 鱗

鞄

轟

麟

騨

ど
盤

μ
駒
拌
攀
〕

駆

轟

麟

鞘

理
逮

巖還細韓遜轟評手輩



平斌宮打86'38次奏瓶調査祝要
奈象目立女化財締完商千城乞赤ぞ扱調査都 fさ ´賠rtIク /琴 鹿 |〔 鍔,又   |

奴 よ1)孝 ジタ攻オで´特″t貨 蘇「 平滅 宮沫 Jの 発極調査を行 なつてし`ろ. :
こゝに´茄口にか苺つづき´写 夢ど水 .零 デ♂次の調査獄彰を取老 し́  i

あつせて ′茅 ,夕 友謂査の盪持略団之糸付ずる。

なデ第 )あ 攻|ざ 身三友 lAT象 権えヤヒのギ笑 )し+都 にあたり_諄 夢〕氷俸́  .
同肉象夕柳 末芳 フ点大蒋と注酒司木簡銭土地のTBHに 位置する北域で夕そ  |
Ⅲぞ卜の女列胡査批丞 .発楊面寝 .4fT Fe4 1な 氷家の重Jで ある。       1

水  欺 : 調  窒  JL 極 面 蒻 朔 聞

第オk l jllI二
!・

腑P
ケど、〕 α

″/ク Zク /―

葬デ激
1歩弁士を三子

・争」
,)ク  a

夕 / タ /ど

彰ガ友1冗 !名二【イ
今}丁

夕彦、0 ユ
/// /演 、コ ~

I宛 36次 調査

芳 )か ンkの 発樋調査 惨諄=次 内霧内部の〕ヒキヤ大郡 すど、〕アールにつ

いてばこ4つに。

迄梅 (ホ ′ |よ とんど刻く研赤土直下のたか蔵て検 Дさ*′ 発盪之丞の南半中

去卸 ′内姦tt軸揆土 (j・k技 十抽象と立 ず )に最も 移く登奪 りあつていた

このアととの主睾な麦物 膊クなヽくとも 夕回の麦てかたのあおことが謎あ

らオtた 。このうちえ回体之娩 し一こ麦 てかえが千千なゎれて t｀ ろのて ′この

時芝Hと /端朗 とし
″c全 体を大きくg時期 に分 けてみえることがで苺る。

第 /サH(第 /國 )幸 /現 に it´ 遠物 ィ椋 (dB字 クθ沙)が ある 。

こ 8タ タ 鬱 ο 十な ′常 拍 寮 上 に 麦 っ 末 百 抹 //閤 (グ す、多夕 )X,間 ,宍移
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″)の 主守笏である 。

支物の柱 FgH俸 桁́行ヤ★抑の ク聞ィご/つ て下ル と)■ みちが 氷́の柱

簡ド /,X`ク タつと)と よ 1)末 凸和端ヴ)柱 簡 に//N(ど ぅ″∈)で ある。

この逮物停′祐衛 ヤ笑のクFPH也 /っ の交物と してあとう→tζ 症欠tみ

ち の で ´丙 端 を 育 !し 核 す 開

`/∫
、口 躍 )X/間

`デ

、3独 )の 支 物 と え 41ょ
ヽ

ヨ椋 となろこともみえう氷ろっ

この葉物の柱穴体 .と ずヽオ1お 批山面か ら買″巧 振 り込よ翠て ヽ`‐′狡

の柱火と垂榎 しくだ り′ノ都 の柱 入ド兄つけるこ とがそぐなちヽ イつたもの

もあ るが所面の調査によって状 久 した。

発支珪R この朗 f/D最 ヽ主多な髪孝夕膵ヤ軸窺卜のろ麦物 さ♭ククυ3の

発物とやや末に位登すろSB蒙 クっ家の葉効 でヽみみ,こ の蒲鞍印よこ来Ь

の登物tヤ ,じ とした駆量の蘭係からぐらにR―ス靭 ´買一b報 の存在が

あえら*た 。

_又 一A朗 〔零 2画 )支 一A ttΠ の獲癖隣食物 す稼 cs5ククο元 クク/ρ

ク弟/す´フどθフ r/ど とつ )排 〕朱 (5ハ ク/デ つ́ ″ど夕左 夕ど夕潔 )海 了茶

(S pク ク密θ′々 ク々 /′  々夕0夕′ ″クタ
=´
 タタラ貿́ ック,つ′ マクタレ′タクヂマ)

4ど があげ
｀
ら4~/p。

s膠 タ ク沙〕tさ 寸 抽 糠 上 に 妻ち 末 香 霧 t夕 F.H(⊇ ク独 )× 夕 FBH`/マ 数 )の 字

n施 の衰効でぁろ。そのぅし卜柱盪りをそろえてこ鰺空クノθが主っ。

SB家夕/θ 体″末面萩 夕間 (尾 彦、ど独 )Xヌ 蘭(彦 及)の 支物(あ る。こ

の主物の末円の字の注又膠寮っ読いてありと・bに佼や猟たか´あろぃぉ

栃 り移ちがえかであろう。

3Bタク/す 修′ SBタク/っ の関 |く 衰っ束西蒻と〕FEH(ど 、9荻 )X tt FoH(

7、字ム)の支物であろ 心5パ タ7/ィ と宝 なつて いろが  さレクク/す の方が

育い。

38′2ど ό クどどθ lよ ´S3ク タ沙〕の断方 にあ り向 いあつて史って いる。

この反椋 l-3+藉 環 卜∵師曲く密す究 (/すっズ ♪β奪氷R婁 つ南比旗 ク間 (

柔/家 )X夕 問 (/潔 塊 )の 葉駒 で 索 嵐 足 面 に れ が っぃ く い る 。 雪 8ヱ どD´

クどどう|な どAハ P丞 卜だ tヽ て |さ ´猜行 3閉 分 しか訓全 でさなかっ代 ◇
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しかし ´Sじ 貿どυlさ す(に 等 b次 の都査 。́南寿が校 公さXて いた ので荷

術 夕聞であ巧ことが 力かつた 。

7p48A夕 ″ ο博 38クどどつの〕ヒ棄十装 の柱が らJとすて/又 向 (フ 揉ど拡 )

校云さ米 てお り 束́に歯つて sハ クどア愛 が /B簡介校 ムこれ た 。

この棚 |す 茎孝 な斐場をと りか こあ形4為れ してどろが ´8ハ ク/ヵ)に未

で封林 と奪 み糾柱火 |ど 揆次 さ*な かつた。 このsAィどァθの刺か も字どル

が末 にのび ′s8窯 %31こ と りつく 。この此成 の〕ヒ鬱1で 夕この時遊員に]ヒ

徹紫 北回蒲 (SCθ ど。)か ら薄 (ミ Dタク 。々)が盪 ちれ aXク ク,ο (s

※タクタ/′ SX察 ク
'又

)屯 盈 っ―c為 贔 Dタ ク,ο から排ネ ミユ ていた。

寺た 3pタクデο(奪 Sp留クか鵞ととも に Spクク/ρ の向発 の滞の接喜li t界

していたも のと尾力れる 。

この時期 の葉物 |ょ 旅ツ|と し―〔 夢潔 (/∂ 天 )を 単位 と しくお り 監 然と

した全勇 のも とに注 逆さ独 ていろ。

ヌーBttH C錦 3国 )又 ―B瑯 体 ヱーハ靭 に追彦 した主物のも` くっか

がその B拳 横汐狂
‐cい るものと力えられろ 。この報 のも のと して 主物 ぁ

拐(Cs5ク クοク′定ど2学ごどっ′ ャク,っ .夕,0つン θど″ )と |よ じ
｀
ど力と t/て

秘字粂 (亭 A//`ワ∂′クЬ身マ́ クク凄/′ ダタ》寮)弟汝祭(sレ ククすο′

マクク支/々 クす丸 ク々歩となど うがあ
~/D>

35ク クοダld潔 _ハ 釧 のヤぼ編サイ交物 であろ。 sB々 クっらバ えぐ本

k駿 に住登之やや北未 ltよ tt竜 奄ちれた 夕商 (2す、夕施うx字 間 (/寅、タ

斃つの画面蒲の麦物である 。荏
|え は比接苅戎 くィ抱山種ひ り∂,乳程で

ε8r/クどダ|て t〃 らイ(い る。このと苺に幕 Spク ク夢っ は務 b′ 新た

|〔 亭pク ク,/卵 5́が 313ク クο夕の内勇蕩として樋 ら猟た。

38ク タョο修ネ苗林 ク問以上x3聞 (ク タtう の自蒲の麦物であら 。こ

の貸物を貫
″
cる ために又―A靭 の糾 &ハ 々びタマの来の都 分プP9H今以上屯

洗 し ,Tし く aハ ク クυ/´ クク彦寮が SA//ど ア兄 の方 Iぐ ネ た 部 分 の 宋 か り

く番 ロイ)在 か ヽ鈎 のキにた り´このi物 の李 にと りっ とヽて しヽる 。sらつカ

Fi!来 凸掠 ク叫 (だ ク独 )X字 蘭 r/之 独 )の 酪)L支 面弗 仲 差 杉 (1吾和 宅 タ

等 の 鋼 全 ,「 」し/1_hF σ)注 bll力 校ヽ 入 さ■
'tぃ た 。 こ 推 体´ S'玄 クF沙 喩 比 芳 な
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亮 r潔す氏 )の とこぅにあ 1)'8ク クれ夕ごザと五)と てろえた支物てあろ ,

オた§レク▼ジρlよ ′茉爵獄 夕湖
`ユ

`・
確)X才 蘭(/p2鬼 )の 四酌用の聾圭物

てちろがフ白廂 |ボ 来よ )泉 閉セ欠Чヽ
一こぃろ。こ労と|よ ´ξハクク,沙 |〔 程土

レて糞{ち 氷た卜めてみ多ラ,自右ぼ同時に
~tI在

しモい仁こだl_4る 。

鍵物p権 間腺´末凸の廂勢だけが /争 尺{北の柱間ィよ/∂ 民等画てある
"

この麦物lt lょ 百考の嘉 Sp宝 クチョ′タク6~tが報ら来ている。球た 夕この

塗 物 の に め に 季 Sつ ク 7密っ′ 7ク家/か 廃 Ottt S pク ク宝皮 バ i13ク ,つ♂

と S房 貿ク》つの問 七放 つ こ新 しく覇 う率すと。潔一B朗 には′反 一ハ靭 の

=膨 2ど′′亨どどοω裁効 ち SAク と力 ″́ど7宝 の411み どがなつ ていたと

力えら*ろ 。

キ 多Jf4〔 多字図 )零 夢朔 ド勝 え物 /つ 森てsB″クρす́ ィどル ´

″どクつ′″/房υ  ́ 々夕/ヌ ィクククθ一ハタ傍 ククタラー刀 協 。ど,,夕 彦夢θ)

と/1F夕 粂 (う ハィタちθン タ
イ
タど/フ 支ク房

'′

をク彦箕,ク ク彦ど′)が あげ
｀
み半

ろ ,

SB?ク フ完  貿 ど残刃な十 効 療 上 Fて 白 〕しに /」―う ん
~Cヽ

賞 っ ―(い ろ .

3膠 字クυす|よ /謙巖療 ク間
`之

宅/‐2L)K//間 (瘤、と″t)の 光み
一つぐの支

4なで ああ 。柱 えの派 ゛博たム よ り沙、す夕と(3ど ていIく ´柱牧ヨヌリス に〉無八

宕 が入 つく t｀ あ t ryDが あつ7こ 。S膨 箕どすο lす ′S伊 //夕∂ざの`す別酪
'こ

葉 つ 束襴 粽 クFqH r支 ヱク )入 良 reH`番 魏 )の 室 物 管 み る 。 こ の ヌ っ の賞 物

1夢持と榛しt逆 琶され十形式をとっくI｀ る。

5D″ ク/夏  |よ ″ ら B″ クフすの Jと |く みろ 1身 Jttt J TEq`ヮ タ〔)x設 聞 (

渉夕()の マ
麦 4η で 朴 3ハ クど∂3.タ イ》r/′ 夕とDr)弄 >つ て日 ■多に と り か こ

と*て いろ 。38クどクっ′夕ど7θ lよ 3́Dタ ク沙す の末舌 に中軸森 |こ 対

林 |ミ 葉つ血北粽 す間
`/・

欽 )X tt FGH(渉 Й )の 支筋 Cあ る。二Bダ ククθ

ウク9θ ttS 8タ タ/支 の比にあつて′ヤ始寂 に対なの位盪に 2/夕t(クρ

K)膵 ↑*て麦てら才とに安凸檬で あろ。この叉檄博同 じ住 量 O史 てかえ

ら4(ぶ る 。
`と

ククοハ′B´  必クル カ 5)/_す ~/p。
3災 上のクオオ|よ 淑

うとlc iせ レち糾 sハ ククど修束膏に体b碁糾 らハ //夕どノに >っ Cか こサネ f

い■.■ 八字クかυ′ククど/のイ餞 1事 ′すべて技歌ら卜てい%が ′住教取 り

`4)



入 ltは ´35″ク汐,ち 回様 の旅灰尼が1シ げ込〕Жく、米 。3ハ タクど/1よ´

束凸の糾奄皮ュF・H分 を校状 しずてJ

ユ D沙 わ〕′ク夢ル ド ´ Sハ タクど /ω Jし にあ フく ´ヤ 軸 稼 卜 対券 に /叔 π

て 字 ο尺 )r∫ 4翠 て愛 っ て い ろ 。こ の 更蒻曲ホ束 丙 球 /皇 聞 fう す、皇 盟 ぅ x

夢FBV`夕九 )の 筒廂 の霊物で′贈TLT?夕 千の調査 トメいくィjLの αl柱ペ

液八さ来て し`ろ。この3鯨 の麦物 博寅一A部 と回操整念と企勇さイとた駆

量奄義逐苺准てしヽる。

第 3翔 I又後  麦 斬 3球 (aDク ク/3夕 攻 夕/ク クヲ皮す )糾 CSAマ ク沙/)

な が が み そ 。 S伊 タク/,修 フ SBク ク/0の う 女 に奎 小 ウ キ 【番 |く奇

ク 奄塗 ち 末丙 林 ,FDH(ァ /″1)x字 間 (//又 深 )粛 北廂 仰小 ミ 奪 麦 物 てヽ

ぁ ぉ 。 dDク ク /夕 膠 δ 5タ ク/θの サヒ面 卜 婁 っ 歯 1ヒ 稼 ,聞
`夕

久)x tt FgH

(r/げ ″ヽ )の貧 物 で 力 ろ 。 3Bク 》ち争ィす´ sB沙 ど〕 の あ と で 葉 <ら れ

た末働津 ク7PHゝス上米/嘲 (ぅ 夕tう の支7//1‐cあ る。

以上透薄舎緩略を教七したが′すて卜発払ぐれ了こ弄】´ど ′7´ /震 ラk ・

の内家内部の調査と合司9せ tん支ろ舛率がある。

鋳 /襲Hの 3レ ク角形は3凍ともぇら*ろψミ≒歩ヾ宝蕩
‐
すろおそ*がみろ

ので /募 とえたぃ。岳♭クタ∂っ|ざ糾 'A″タア′反今凄 |【 よっこかこょ推

くいら ,し か し′糾 sハ ″々デ́ 罵錆 lt流 くと永 ら推ろ かうrdl豹卿さ今回の

発柘調奎批こ でヽい′椋ムご氷て ヽ`な＼.ヽ 、他に この時せ∬の■)の と♭(SA

どb~ど の冊がある 。   1

%又 一ハ朗 の登物 の晃登およが柱宙のε十働 寸落 謄 /つ 尽を旅雹1と して

(＼ る 。 sBク ク0夢  ́セびθ′ 支どど0′  r/ク /θ  ́3/1″ どアつ´?ど
'た

タ テ́

(孝 ″3B//ヂο Ac内 家 工薮 )忘 pク r/っ て内豪束男一彦又)3彦 どすo

(内 妥 末 第 こ隊 う§θ 皮々 夕 ?算 箕 (私 立 柱 日 廓 )S E3/ノ う́ sB/ゼ支

3移 //宝 と 同=の逆単 によあも のと考えて かしヽ。

霧 3ず 1の SBク ク紗ξと35クど気うわヾ奪:ら んでラ簑てら月tて いあ,犬 ラ疋 |よ ′

曲象ェ茂 (、 87会。8)と その駒の麦物 c.sレ ″″ク)が 4-T・ と彬 しモ黄ち

てヽ`を駆互と蒔似けてぃちの芍厨一の時4FTと みえ{か いてあろう。

ごρ囃期に燃由象エタrsB″ヂ∂B)とかこあ謬立柱回癖 |さ 廃さ氷て´

(ら )



SAククどό HAィ クF/が jハ 2すび し一芝の乳の■´こネら第多サ持

の皇字必愛物涛を小とんで 葬́走EFl脚 卜と1)フ ヽ`て、ヽたものとえヵォ{ろ ,

首学にi芍霧lAT罰 の糞杉アについこ述べたが′こ江を平与岳内象の主物 の睡

登としと言装す写4ち イデ 秀́又期 の3B字クリう 身́と瑯 の3Bク クラ争 |す ィニ

姜諄牧の住重に 第́反朗 sB″ ク/♂  |でスる及の征盪卜ある。導た′幸又

朔のδBマ どα諄 3朗 のB膠 クどクつ |よ 移策帯歿の位重に´多稟蜘 d L3

クどどつと芽,射 sBγど影 虜肴辣数の位望にあろ。キ率喜内象 のヤ軸縁

上lL郵 卜立っ幸辱巖と象稜激 にあたろ手ぅ奪位置に|ボ ン霙絢l~Sえ う推V」I

う` つた。

透物 情 _上 呑 環の宏主 とえたφヾ ィ土る |な登誓サで あ り′項Ⅲに つ い

て |ど ャ告 につ ひド便 |イ 膵見 ら*奪かつた 。 しかし賓今壊着 影 必ラ/3-
どぎ君す´ どどJと のホ形薪長 の公上 が ,t家 的つかった 。

五 斃38次言周査 鶴ら醐

今 回字爾在 し権才セ禽 僻 ′内象ウト郭ネデ |ミ ぁ T_り _諄 又/攻 胡ど ん残 の論

ド程 してさら ,      Ⅲ

瑳ほをとちう争三環 を,電髯 そFl§学 号ζ it勢:を堪彊勤k豊ゑE岳 :
才た謝在″戊十k乏 女面に丈 る策提封く与つて白〕こトカ好そことがて きる

のひ́以
~F・

名批屡ごとに老泌餌ワ|に 謂を籍雰七蹴 φ必 _

r/)Bヒ 施毬

5苅  束凸に丈ち4F4./条 3A支 ククク (柱 開 ズ、ど九 )を 校去 ♭たゃ

c tt c琳 に 1志 叛́ 立 注 麦 物 又抹 が あ ξ r葬 2/ラ吹 の 調 を て 一部 を 発

見 した 茉 凸 杯 Se寛 2夕θ (桁 衛 療θ、今勿 ′采 行 泌フ 班 め ィなつ 回 の載 在 (

夕閉 x貿 間 で あ ち こ と が 学|1明 した 。↑ ど こ つ 妻 物 FD勢 の 8B寅 彦久‐
・

王朗 の Sレ クタοす と立 滅 して いら 。 38多 夕/う ('特行 //、 号″こ/ヌ

衛 す、多″tら |き ′字間x tt F・Hの 衡 比療で きB之歩すOヵ ら`強 へ //P/t誕ィた ,

浙て攻孜 ♭た 。
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ヮ郭  p坤 の整梼「〔|よ ′夜る舞物 ′扱立在貧物 封 ちB抹がぁ ぁけ商直の

期な てヽ未α‖柱夢|を 校ム してぃた荻石婁 物 8B皮彦ノ支(祐狩 /タリタをノ栞行

ノ/力 ι )|◆ 少 回の調査 む今聞 x夕 間の茉凸辣 と引 口耳した、隣f〕 ヒ潔面 に

府が― 苺発の内柳 に腑属之表の柱スとん えら,t巧 小柱火ラ11が あ落 。ィガ

この食物 |ぎ Iす じめ泳立柱糞物として作られ′後に勉 妻ψ に識 てかたら

*代―bの でヽあつて´いギその標るが
｀
戎 っくぃぉ 9

愛物 き膨 フ彦ノ泉 の向にそ*と 束間の鬱‖柱7」 llと 揃 えた橡立荘差物 こ修

支彦す0(桁行 /す、∂″ιン契行 2〕 ")がある 。諭)と ミ面 に廉がっさ´

ljFTの 様ろ||に素桂 SA泉 ク々ど をさってっくらxて ぶろ々う問× /商 の畜

】と林 38ク ヮ/f (桁衛 ど、な夕ιン芙行 字独 )|ホ ′ S8rz彦 すす の爵すヵ

で殺然 b株 。鵞優1様レ|||ど ,́ラ 支激すダの凍凝♪ に柄っているぉ,間 X/

PpHの 来 西 妹 313々 ァ//(オ 衛衛 ク,,っと′琢 衛 ス ク 7/tめ rな 8B更 かノ象 に

曲岳ず弔―bの とみえうホろ _

I蔀 =サH仰整病に1志扱立様支筋亨様とがぁると

蕩買/次 の判査 ご校Дし大酌」と旗 38マァ,ァ 庁少口駒ス間分をミら

に校独しナtこ とによつてァク筒 x〕 百ρ葉物 (ィ街千寮∂、す7/t/契行夕つ

″t)と 斗|ly員 し,在 ゃなお和回仰調なる府この史4/」 が束西面働廂をヽっもの

とみえたがつ回の調査藉採にかっc殊 のみに廂ψ＼つくことがゎかった。

,た 身e内都φ命ゥヒ喬玲 にうFD7X 3簡 の内部ヵ接の准火を捺久した。こ

の葉竹
"＼

ら帝へ /皮 ん誰氷{丙鬱1柱ラ|1之 揃えた 5間 メ又膚のlrl]亀採 sb
ク ノ泉ο(桁争■ 文 彦 歿 /棄 行 夢、ワ 独 )が あ る 。 そ の 末 に み 歿 灘 非 t tt F91 X

す問 の末再蕗 e停 クヮυす(1行T〒 /∂ 、ぅ″とノ罪行 ち、ο〃t)がある 。この主物

(本 C≧月の、B潔 ,労 フ D朗 の3Bヱ 彦すすに宝衰♭く tヽ る ,

戸芝H TttRに ぞ く す る 逮 犠 |す 3蘭 X買 間 の 踪 面 株 sBク ダ沙 /(竹 行

σ、又 Й /雰 行 笑す ″()/萩 め 外
―cNあ ら 。 3膠 ク タ∂/(す εttHの 妻 揚 SB

ウ ワ/つ  に 垂核 し く い ろ ゛

(東う i令地 区

ハ朗 この時判にぞく、する芝標l_|ホン烹凍の拡立仁葉物ノづなわち″
皮闘X支 間の313ク予クっ く荷行 ク、と頻ン 平行 す、2独 めと´ケ闘入泉
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蘭″衆壼 711sじ //9夢 ο (桁 f千 タス し〃とノ_界 荷 字 クタし
'と

が あち。前落

はこ石 濡 3つ クPす /の Aる の千″＼ぅ1父 去 し|こ 。

D剪 埓履基権麦物 字・振 立荘露物 /.廊 又 ″雰批 3‐ 主垢 う夕毒 ・

尊ル などを液ム した 。ど宵 x夕 間の抹 両稼 s膠 タクθつ(矛晰〒/ク ∂″とン

珠イ〒 /ヌ υヽ独 )|ホ′鴬濠送芝 (再 ぐ約 ∂、ク兜 ♪ェに立っ払 2柱衰物 cぁ

っく′穐 )と 菌蔵 lk― 痢屯もっが 送́壇の働淘再 は /固 介切 ヴ依＼`てあ り´

支物 ヨ林 卜も 駒́n薇 流の /聞 分 に|す滞かつか4し 。`この主守妨の来面潔

ヵ苛フ南・諏議拳 /方 帝 にド 字́数 の尊寝薦f実

`楯
夢夕し́ 長さ//赤 ♪

が力あっ基迄 のクト副勝三希数 毒敦∠して いあ。そレてス面の茸易ば 鳴

/″t)の 十文前騎 lk― |ぶ ´ぐらに下孝杉 に痔敦 と突宏させ て、ゝるっ婁物の

文 気今奴に府基承却を毒権 に した土塀があっく考ρヤ女 ノ再分臓F4と ひ

つてお り′可孝彰の蔦錬 につづじていろ。日夜 のよ寿 |ホ ′脅輸爾技ω南

鬱|に もあ り′いず
｀
氷も耳魔 しとしての務愉レを|さ たレ奄いる。この良物の

巨盈 ,北 &屯 かこ多片瀬癖 §ハ クDア す ,sイ ク9夕 ∠について 事後迷

ブらっ

夕間以上 x ttFeHの 常)ヒ撚 Cら ク9ア っ耐毒複基壇 上の荻と石婁物 である

`桁
行 π,夕 と、ズ上′深行 気ル ι)。 つとおもわ れる sし クダつつと移

しすぐ t`tヽ零たちハン塗たの束比711を斜あ にt7rつてづち ぅsら クタつつ

の末角卜著 しく葉っ寄蒻塗疸主物。 あク緞おつ 博マ玖世の考1子が はな|よ

7せ

｀
しく′柱 火在族久てヽ 苺弯かつた り破る美物 の可能 1空 があ

~/D。
麦揚南靖|

博多腎査批茂分 にあら 。この支空行にも )済曲更ヵ干瀾_膳 農が あ り´曲の輻接

|ホ ′38タ タ沙沙 の束葡の環教 |く 衝 し´きた永の階際の前 面(本 称 ↓＼ころ

敦 となって いる 。このみ 石敦の北ゼ|に l‐3核五柱隻IP/8Bク 9ど /(猜行

夙ク独ノ探 行 必独 心3聞 xa輛 の角〕ヒ床が あち。この夕 物おイ‖平が弟 b

、＼が /涛鶴み の霧煤が ぁ り′嘉権塗壇上 にたって いたも のとみ たち4ろ 。

力 SAク βワす 。ク,ア ど (注 間 χ 7ヂ 久)|ぶ ンS13ク タ沙沙の吾盈

′,し 脅 を胡み 手ぅにつくう推モ ドち探滋片薦痴 で ノ泳 の企面 に1鵡が

'大
か来ていち ゎ探尤郵 今 |ぶ ′昇又 /攻 ξ爾変 で椋な した乗芝 菖A声 クィか

ひハ更ノ ク0につらをっていろ 。末貴部分 の lAJ瑞 ちが くにFH(ド向 潔、ど
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れ )がひと,,、ヽ奄いち.■ :,tiれ ilゞ P汐 浄す /停 ′貧 物 δB,ア っつ4房 d

恥ク,ノ ど↑10''と 芦士,Tし 花スれ し´謝全せ成 素玲府甕で育缶 レてミ ら

|こ発 柩 滋 沸 クトトのび て い る (SDク ぉ 今 ο ),sB才 ァ ο οヌ 全 騎 の主

寿 tく ぐ辱郵今ド滞柔となつていぢ。工る濤δpゥ ぉチっのネ伊|に そつ

て誅立⑦寂床 とみら凛万ものがあつF_◆ ↑ぉ膨鞠にぞ くするものとしく

ドィに 卜秘 δ ハ 々 ,夕 〆 ・ SA教
=夕

す (祥 >景 買 D赤 )力ヾう る 。 い ず
｀
氷 も

一麦勧 dBク 多かっの索生以前にさかのぼおもので湯あ っ

二靭 ご堪蠣|て ぞ (`づ 弔食″としてはδB夕とどすがろ%。 壬ヽ看教Sυ

文滲会/が廃祀 したのちに葉{ら れたものである。

灰■の訂工で之滋時剪tA― Eと よがわけたが ′このうちc ttH患 ″従

来第又衣内募迫著劉と力之てぃる時遊月にあたろゅ調査之邑豫斗の尊寝基

壇 葉 物 の一 寿 俸 ン探 財 SAク 予

'/と
C靭の 麦 物 § 8マ 9密 ∂ と の坊 り

あい関係 ィこかつて第一水内家の時期 にざか のだ ろ可甫レ性がある。4鷲 ´

これらの奪矮瑳鹿父物 |↑ 平成務廃の発柩調査 てド ′|さ け勤て夜公 したヽ

のでノ 平面濡戎乳やや魯珠 な性格 としめづもの
`珍

る。

穿 テ移次調査遮 乙のム上芝勧に 1事 項 .痔 ,上場があろ 。孝賓 みダ∂

/ゝス上 を しめ て ざ ろ 州 本 ′寿 死 票 ど /う す形 式 み第 =守 硬 必どかを可夕式 の

狙舎tてあ%ぅ
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